












































































































存 じます私 しの御話ハ是で終 ります
雪佳は光悦が秋の宮島を訪ね,国 宝の平家
納経の見返 しの修復をしたと,理解 している。
今日,この修復に参加 していたのは俵屋宗達
である,と いうことが定説となっているが,
昭和初期の時点では宗達研究が進んでいなかっ
たことをこの放送原稿が教えて くれる。
(註)
・神坂三郎宛書簡 一通
宛先は 「東京市杉並区阿佐ケ谷六ノー四七
神坂三郎様 冬子様」と連名の宛名になって
お り,三月九日と差出日が記され三銭の切手
の消印は三月九日となっている。
この三郎 ・冬子宛の書簡は毛筆で,和 風用
箋五枚にわたって記されており,吉雄家の和
風用箋と同じものが用いられている。放送内
容の骨格を示 しており,話の展開を辿 ること
ができる手がかりと考えている。五枚のうち
始めの四枚に放送原稿が記され,残 る一枚に
は三郎の容態を気遣 う私信である。書き起 し
は放送原稿に止める。
なほ本資料は,今回の神坂雪佳展のために
調査をされた京都国立近代美術館の池田さん
から提供されたものである。
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